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　このたび、４月１日付で公益財団法人福岡県学校給食会理事長に就任いたしました。
　辰田前理事長同様、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　福岡県学校給食会では、「生きた教材」である学校給食を総合的に支援するため、学校給食用物資の安定
的供給、安全性確保・衛生管理、学校給食の普及充実、食育推進の支援等の事業や取組を実施しています。
　皆様方には、これらの事業や取組に御理解、御協力をいただいておりますことに感謝申し上げます。
　さて、令和２年の初めごろから世界中に広がった新型コロナウイルス感染症は、我々の生活に様々な影
響を及ぼしました。
　コロナ禍においても、福岡県学校給食会では、本会や委託配送会社の職員の感染防止や健康管理に関し
て常に注意喚起を行い、学校給食の調理現場に物資を届けることができずに御迷惑をかけることがないよ
う努めたところですが、「黙食」という言葉が一般的に使われるようになり、本来ならば友達と語らいなが
ら楽しく食事する学校給食の時間が、前を向いて黙って食べる時間となってしまい、学校給食研究指定委
嘱事業に取り組まれた学校の報告の中にも「会食が楽しい」と子供たちに実感させることが難しかったと
ありました。
　また、学校給食関係者を対象にした講習会や展示・協議会、親子等を対象にした体験事業などのイベン
トは、感染拡大防止の観点から開催を中止、あるいは資料配布のみの状況が続きました。
　昨年５月に、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行したことで、ようやくこ
れらの会議やイベントも再開の方向に向かっています。
　まだまだ油断は禁物ですが、本年度は従来に近い形で開催したいと考えています。
　一方で、最近は、ロシア・ウクライナ情勢、大幅な円安の影響などにより、様々な物資の価格が値上がり
する状況が続いています。
　本会は、公益法人の責務として、できる限り物資価格の抑制に努め、物資流通改善対策事業により年間の
予約をいただいた物資については、年度内の価格改定は原則行わないという方針で、全力で事業に取り組
んでまいります。
　ところで、福岡県学校給食会の掲示板や壁には、たくさんの学校からいただいた子供たちの作品が掲示
されています。感謝のことばが書かれた寄せ書
きなどを一つ一つ読んでいくと心がほっこりと
温かくなってきます。
　この場を借りて心からお礼申し上げます。
　これからも子供たちの笑顔のために、いただ
いたことばを励みとして、安全安心な物資の安
定供給及び価格の抑制に努め、さらに、地産地消
に対応した物資の供給や開発などを充実させて
いきたいと考えています。
　また、学校給食の普及充実に関する事業及び
食育の推進支援も継続していきたいと考えてい
ますので、前任者同様に特段の御指導、御支援を
賜りますようよろしくお願いします。

就任のごあいさつ
公益財団法人 福岡県学校給食会　理事長　日高 公徳

県給食会にいただいた寄せ書き等の一部

食育指導
実践例

令和４・５年度　公益財団法人福岡県学校給食会学校給食研究指定委嘱事業報告

食とのつながりを大切にする児童の育成
～こころ・からだ・生活の振り返りと見える化の取組～

筑前町立三輪小学校

１　研究主題及び副主題について

＜食とのつながりを大切にする児童の育成＞
　食とのつながりとは、自分と食との関係性を指している。関係性には食に関わる人の生産、流通、消費、文化
（歴史）、自分の生活といった具体的な要素があると捉えている。これは、健康な食生活を実現していくための非
常に重要な要素である。食とのつながりを大切にする児童の育成とは、今まで気づかなかった関係性を再認識し
ていくことで、その大切さに気づき、食や食文化への感謝や尊重する心を持ち続けて実践していこうとする児童
を育成していくことである。

＜こころ・からだ・生活の振り返りと見える化＞
　こころ・からだ・生活の振り返りとは、こころ面、からだ面、生活面の３つの柱から自身の学びを自己評価、チェッ
クテスト、アンケート、調査活動などを実施することで取り組んできた成果（変化）を見取ることである。見え
る化は、その変化を実感するために、３つの柱と児童とのつながり（感覚的な距離感）を全体で可視化していく
ことである。

（２）自己の振り返り活動を設定し見える化して変化を見取る。
ア　アンケート、チェックテストの実施
イ　食の実態や地域、家庭の現状のデータ化
ウ　楽しい給食の場や異学年交流の工夫、「食べきり度」のグラフ

（１）「食とのつながり」を３つの柱からアプローチしていく。

３　具体的な手立て

関心、共感、実践・展望の意識の向上指標１ ※朝食摂取率の向上（参考指標）指標２

２　研究においてめざす児童像

地域の食や給食への関心（地域の食、給食）を高め、筑前町の食について誇りと共感（地域の取組）を持
ちながら、食の取組に意欲的に関わり実践（自身の実践、将来の展望）していこうとする児童

ア　地域と食
総合的な学習の時間を中心に地域
の特産や地産地消の現状から自分
たちと地域の食のつながりを理解
し、これからの社会をつくってい
くために自分たちにできることを
考えていく。

5年 総合的な学習の時間
「米作りプロジェクト」

イ　自分たちと食
学級活動 (1)(2) の時間を中心に
給食や自分たちの食生活において
の諸問題や健康、またアレルギー
などに関する知識を広げ、給食時
間の楽しい場づくりや課題解決す
るための方法を考えていく。

1年 学級活動
「きゅうしょくにこにこ大さくせん」

ウ　心と食
食のために地域や社会に尽力し
ている人の思いや心情からこれ
からの自分をみつめ、食を大切
にしていこうとする心情を広げ
ていく。

2年 道徳科
「みっちゃんとピーマン」
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　平成 17 年に施行された
「食育基本法」前文には、「子
どもたちが豊かな人間性を
はぐくみ、生きる力を身に
付けていくためには、何よ
りも『食』が重要である。今、
改めて、食育を、生きる上で
の基本であって、知育、徳育
及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選
択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求められて
いる。」と記されています。
　食については、以前は、多くの家庭において健全な食生活が実践されていました。しかし近年、核家族化
の進展、共働きの増加などの社会環境の変化や、外食や調理済み食品の利用の増加などの食品流通の変化
等を背景として、食生活の在り様も大きく変化しつつあり、保護者が子供の食生活を十分に把握し、管理し
ていくことが困難になってきていることも現実です。
　このような状況を踏まえ、文部科学省は、｢食に関する指導
の手引－第二次改訂版－｣（平成 31年 3月）において、「今後
も、栄養教諭が中核となり食育推進体制を確立し、学校・家
庭・地域が連携して、次代を担う子供の食環境の改善に努め
ることが必要」としており、子供に対する食育は、あくまで家
庭を中心としながらも、学校においても積極的に取り組んで
いくことが重要であるとの指摘がなされています。
　他方で、近年、学校給食により初めて食物アレルギーを発
症する子供が増加していることや食材による窒息事故が発
生していることからも、子供には、正しい基礎知識に基づい
て自ら栄養や食事のとり方などを判断し食生活をコント

ロールしていく力、正しい知識・
情報に基づいて自ら食品の品質
や安全性を判断できる力といっ
た、いわゆる「食の自己管理能力」を養っていくことも求められています。
　そのため、学校においては、食に関する指導の内容について更なる見直しや
改善を行う必要があります。栄養教諭・学校栄養職員等を中心に、学校の食に
関する指導に係る全体計画の見直し、教職員間や家庭との連携・調整等を行い、
関係者が連携した体系的・継続的な食育を推進していきましょう。

学校における食育の推進について
福岡県教育庁教育振興部体育スポーツ健康課

【国の動向について】

食育指導
実践例

令和４・５年度　公益財団法人福岡県学校給食会学校給食研究指定委嘱事業報告

食とのつながりを大切にする児童の育成
～こころ・からだ・生活の振り返りと見える化の取組～

筑前町立三輪小学校 ４　具体的実践

○ 3年　総合的な学習の時間「クロダマルの秘密 PR大作戦」
　筑前町の特産物「クロダマル」( 黒大豆 ) の魅力を広げていく
ために自分たちでできることを考え実践していった。導入段階
ではさまざまな調査活動を経て、伝える方法など計画を練り上
げた。実践前半ではポスターグループ マスコットグループ
コマーシャルグループに分かれて、考案した作戦をつくり特徴
や課題を吟味していった。実践後半では全体で会議を開きグルー
プ交流を行い修正を加えていった。終末段階では実際に地域や校内に配信してきた。
　実践後は「私たちのポスターやマスコットをみて、知って買ってくれる（クロダマルの商品）
人がふえるといいな」といった感想をもつ児童も多く、地域の特産物に誇りと共感をもつこと
ができた実践となった。

コマーシャルの特徴を紹介する

○自分たちの豊かな食生活につながる計画や実践の足跡の掲示
　児童に、給食や食に関わる人や物事への関わり、食事の重要性を理解
させる。給食委員会が毎月のめあてのポスターを作成したり、毎学期『食
べきり大作戦』の取組を実施したりする。「食器に何ものこさんデー」
や「食べきりピカピカ大作戦」など学期によってテーマを変えて実施し
た。
　これらの取組を継続していくことで、給食の食べ方を改善しようとす
る姿が見られるようになってきた。 食べきり大作戦のカードと表彰状

○調査活動等での食に関する実態調査
　給食の食べ方について課題がみられることから、給食を食べ
た量について計測し、食べきりポイントとして校内に掲示した。
また、残食が増えてきた時は、残食を食品ロスの数値として示し、
毎日掲示した。
　自分と直接関わりのある給食の課題を数字で見える化したこ
とで、一人ひとりが意識を持って実践していくことができた。 食べきり度と食品ロスの掲示

５　研究の成果と課題

　令和４年度から令和５年度の児童の意識の変容は、関心度、共感
度、実践意欲などが高まった。中でも地域の食の取組に関する共感
度は最も大きな変化があった。食につながる身近な人・もの・こと
が具体的にイメージでき、食と自分とのつながりを意識できた成果
であると考える。
　しかし、自分と食という柱に関しては実践の前後で大きな変化は
なかった。給食の時間をさらに効果的に活用し、自分自身と食との
つながりを今後も意識させ実践を促す取組が必要である。

　また、朝食の摂取率に
関しては、大きな変化は
なかった。しかし、本研
究の取組を継続していく
ことにより、家庭との連
携を深め、食に対する関
心を高めることが朝食の
摂取率にも寄与すると考
える。

朝食の摂取と孤食の割合
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令和６年度　福岡県学校給食研究指定校及び研究主題

学　校　名 研　　究　　主　　題 研究発表会
（予定）

うきは市立千年小学校
（令和６・７年度）

食に関心をもち、食を楽しむ子どもの育成
～教科等横断的なカリキュラムづくりを通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

桂川町立桂川小学校
桂川町立桂川東小学校
（令和６・７年度）
（小中連携）

食への関心を高め、
 自分の食生活を豊かにしようとする児童生徒の育成
～小中連携による食に関する指導の充実を通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

桂川町立桂川中学校
（令和６・７年度）
（小中連携）

食への関心を高め、
 自分の食生活を豊かにしようとする児童生徒の育成
～小中連携による食に関する指導の充実を通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

上毛町立西吉富小学校
（令和６・７年度）

健全な食生活を実践することができる児童の育成
～授業の学びが日常生活で生きる「ふり返りシート」の工夫を通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

福岡県立
筑後特別支援学校
（令和６・７年度）

児童生徒が主体的に学ぶことのできる食育指導の在り方
～発達段階に応じた授業づくりを通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

福岡市立志賀島小学校
（令和６・７年度）

地域の食に興味・関心をもち、
 郷土志賀島を大切にする児童の育成
～地域の特産物や郷土料理についての学習を通して～
（令和 6・7年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

令和7年度

太宰府市立
太宰府東中学校
（令和５・６年度）

望ましい食習慣の形成を図る生徒の育成
～生徒が主体的に食に向き合うことを促す取組と関係機関との
 連携をとおして～
（令和5・6年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

令和 6年
10月下旬
オンデマンド
配信

岡垣町立山田小学校
（令和５・６年度）

主体的に望ましい食習慣を身につけようとする子供の育成
～食育の視点を取り入れた学級活動（2）の指導と給食指導を通して～
（令和5・6年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

令和 6年
11月13日
（水）

大牟田市立松原中学校
（令和５・６年度）

成長期における望ましい生活（食）習慣を身につけた生徒の育成
～家庭と連携した「早寝・早起き・朝ごはん」の取組を通して～
（令和5・6年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

令和 6年
10月30日
（水）

福岡県立
福岡視覚特別支援学校
（令和５・６年度）

食に主体的に関わり、
 望ましい食習慣を身に付ける幼児児童生徒の育成
～教科等との関連付けの工夫を通して～
（令和5・6年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

令和 6年
11月20日
（水）

北九州市立市丸小学校
（令和５・６年度）

食への関心を高め、望ましい食生活をめざす子どもの育成
～地域の「ひと・もの・こと」とのつながりや関わりを通して～
（令和5・6年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

令和 6年
11月1日
（金）

※研究発表会の詳細については、学校にお問い合わせください。
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材　料

作り方

１２年間の栄養教諭生活、食に関する指導について振り返る
と、若年時は、がむしゃらに授業づくりに取り組み、内容を教
え込むことに重点を置いた食に関する指導をしていたと感じま
す。しかし、経験を重ねるにつれてJAや農家、漁師など食料生
産に携わる方々と関わる機会が増え、私たちの食を支える人々
と子どもたちをつなげたいという思いが強くなりました。この
ような思いから、「食育コーディネーターとして」食に関する指
導を行うことが私の目指すものとなりました。
　まずは、給食の野菜を育てている地元の農家の方を子ども

たちとつなげたいと考え、社会科の学習の中で農業について
学ぶ５年生に、農家の方をGT(ゲストティーチャー)として招い
た授業実践をすることにしました。事前に農業のイメージを子
どもたちに聞くと「きつい仕事」「高齢者」などの意見が聞かれ
ました。授業では、北九州市で育てられている野菜や、生産者
としての農業にかける思い、自給率の低下をはじめとした現在
の農業が抱える課題などの内容を位置づけました。特に、農
家の方のやりがいや苦労については、しっかりと時間をかけて
語っていただきました。農家の方から「農家の平均寿命は、６
７歳。１０年後、２０年後、日本の野菜が食べられない日が来る
かもしれない。」というメッセージが伝えられると子どもたち
の目の色が変わり、一人ひとりが真剣に受けとめたことが分か
りました。その後、自分たちが日本の農業を守るために何がで
きるかを考え、「野菜を残さず食べる。」「地元の野菜を食べ
る。」「農業にかかわる仕事につきたい。」など子どもたちが自
分にできることを考えている様子に嬉しく思いました。
　食を支える人たちと子どもたちをつなぐ授業を展開するに当
たり、担任やGT、栄養教諭の思いをつなぐ難しさも感じました
が、子どもたちが食を支える人たちとつながることで、自分を
取り巻く食について考え、行動できるように、「食育コーディ
ネーターとして」取り組んでいきたいと思います。

北九州市立あやめが丘小学校

栄養教諭  安 松  佳 江

食育コーディネーターを目指して

〈4人分〉
材　料材　料おすすめメニューメニューおすすめ
●厚揚げ
●ベーコン
●人参
●生椎茸
●白葱
●サラダ油
　●ベシャメルソース(顆粒)
　●牛乳
　●米味噌
　●塩
　●こしょう
●シュレッドチーズ
●ケース

〈１人分〉
８０ｇ
５ｇ
５ｇ
５ｇ
１０ｇ
２ｇ
１０ｇ
２５ｇ
４ｇ

０.２ｇ
０.０１ｇ
８ｇ
１つ

３２０ｇ
２０ｇ
２０ｇ
２０ｇ
４０ｇ

８ｇ（小さじ２）
４０ｇ
１００ｇ

１６ｇ（大さじ1弱）
 ０.８ｇ（少々）
０.０４ｇ（少々）

３２ｇ
４つ

厚揚げのみそグラタン
　厚揚げがメインのグラタンです。白葱や椎茸などの和
の食材も入り、ソースの中に味噌が入るので、パンにもご
はんにも合う一品です。カルシウムや鉄分がたっぷりで
す。子どもたちにも人気の献立です。

ワンローフ食パン、牛乳、
厚揚げのみそグラタン、コールスローサラダ、
トマトスープ、ミニフィッシュ

献立例

① 　厚揚げはひと口大、ベーコンは短冊、人参は４㎝長さの
せん切り、生椎茸はスライス、白葱は斜め薄切りにして
おく。

② 　鍋にサラダ油を熱し、ベーコン、人参、生椎茸の順に
炒める。火が通ったら白葱を加える。

③ 　②に牛乳で溶いたベシャメルソース、米味噌、塩、こしょ
うを加え調味する。

④ 　ケースに厚揚げを並べ入れる。
⑤ 　上から③、シュレッドチーズをかけ、オーブンで焼く。
 　 　( 焼き時間の目安　１８０℃、１５分程度 )

エネルギー258kcal  たんぱく質13.8g  脂質18.0g
食塩相当量1.1g  カルシウム324㎎  マグネシウム57㎎
鉄2.4㎎  ＶＡ48㎍RAE  ＶＢ₁0.12㎎  ＶＢ₂0.14㎎
ＶＣ5㎎  食物繊維総量1.4g  亜鉛1.3㎎

栄養価（１人分）

福岡県立北九州視覚特別支援学校
栄養教諭　永原 陽子
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北九州市立市丸小学校北九州市立市丸小学校

食への関心を高め、
              望ましい食生活をめざす子どもの育成

本紙に関する御意見等をお聞かせください。
（給食会ホームページ「お問合わせ」を御利用いただくと便利です。 https://www.fukukyuu.or.jp）

表紙の
写真は…

令和６年度 広報紙「給食福岡」編集委員会委員紹介

◎委 員 長 後　藤　重　治 （うきは市立千年小学校・校長）

◎副委員長 企救岳　　礼　 （上毛町立西吉富小学校・校長）

◎委　　員 大　野　義　仁 （福岡県教育庁教育振興部体育スポーツ健康課・指導主事）
中　川　幸　子 （福岡県教育庁北九州教育事務所・指導主事）
矢　野　沙　織 （福岡県教育庁筑豊教育事務所・指導主事）
上　保　み　ほ （太宰府市立太宰府東中学校・教諭）
大　部　実　穂 （大牟田市立松原中学校・栄養教諭）
永　田　健　一 （福岡県ＰＴＡ連合会・副会長）

    (熊本 友和 委員の後任として6/4委嘱)
梅　野　憲　司 （公益財団法人福岡県学校給食会・総務課長代理兼総務係長）

第1回編集委員会の様子

本校は、日本三大カルスト台地のひとつである平尾台の麓にある、全校児童４１名の小規模校です。恵
まれた環境の中で自然や歴史を学び、地域に誇りをもつ取組を行っています。校区のお糸池に生育してい
る絶滅危惧種の水草「ガシャモク」の保全活動を行ったり、藍や綿を育て、小倉織体験を行ったりしてい
ます。
さて、令和５・６年度に福岡県学校給食研究指定委嘱を受け、研究テーマを「食への関心を高め、望ま
しい食生活をめざす子どもの育成」と設定し取り組んでいます。学校全体で行う稲作体験活動では、田植
え、稲刈りと収穫祭を行いました。収穫祭では、各学年からの学習発表、「まごわやさしい」の全校合
唱、「朝ごはんレシピコンクール」の表彰式を行いました。また、保護者の協力で、みそ汁を作り、収穫
したお米を薪で炊いて、児童がおにぎり作りをしました。お世話になっている地域の方をお招きして感謝
の気持ちを伝え、児童と保護者も一緒に、おにぎりを味わうことができました。また、栽培活動では、収
穫した野菜を家庭に持ち帰り、各家庭で料理作りをしました。その際、「とれたて　市丸畑から」と題し
て、写真や作り方を書いて掲示する取組につなげました。児童が一生懸命に育てた野菜を、家庭の協力に
より、多くの料理に姿を変え、共有することができました。
市丸健康レンジャーは、健康保健委員会の活動のひとつで、「市丸小学校を元気１００％にします」が
合言葉です。小規模校のため、体育委員会、保健委員会、給食委員会を合わせたような充実した活動を
行っています。
上記の活動以外にも、各学年の教科等での取組、給食時間の取組などを通して、望ましい食生活をめざ
す子どもの育成に全教職員で取り組んでいます。１１月１日には、これまでの研究を発表する予定です。

令和６年度広報紙「給食福岡」編集委員会委員を
令和６年４月１日付けで次の９名の方に委嘱しまし
たので紹介します。（敬称は省略しています。）
Vol.120(2024.7月号)～Vol.125(2025.5月号)
の編集に携わっていただきます。令和６年５月２７
日に第１回編集委員会を開催し、今年度の内容等に
ついて協議していただきました。

6 給食福岡　vol.120


